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屠ヤ為幾 ぃ申はげ
｀

じじのク=い居ぃ日力ヾそ托ぃヽて6ソ手うが
｀
・

ヽ`力`が ぶ`双Lずしでうか?
さて.昔彰色してすがヽ 私は|卜さい颯ブaりが・ひじ`く、たえ
1ぶんで、ヽ事した。そのスわ力`人前でぢ多したソ、露z多舛勿ン
_しみのが｀火羮考そで斉来た人になろのが不安か位して`した。
そじざ無 も、ヤ与。ち寺しなり、わ代もある律 常Kか て
鵡 した力ヾ・そのこしし笑毎し、十笥拘・膨 し米 ・7Pa十ぃ る

仏 て`した。・・―。

そして、ネ髭ましかソ、いいうな藤ぃのす0、`aし鬱鮪クし
■たろ口革Lし江来卜‰艇民ぃろメび 、`有し夕ヽ こヽしよ。

ある々 お
「
周りはれ綸寺企<久にしいるヽ 。ヽ自分の象

~47Rう
で動ガムしてみて,ま…・.」との勁tt項 き、あろ

スレ今掟外 にムろル に。

`4輌
のコぼワ2商十一ノレで`した。

●   ●

繁係』十、彰、は礎午の吃 ヵ こし,ら ユヽうれ.持わ チ

t彰 って、ヽ十じた。布Iぃヵド擬けるめで・.薦うレしオした。

二しなしに前進l事ない暴 ,た班孝呵ぜ
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